
2022年度 春季語学セミナー募集要項 
 

 チェンマイ⼤学英語セミナー（タイ） 

 エンデラン⼤学英語セミナー（フィリピン） 

 ハワイ⼤学マノア校英語セミナー（アメリカ） 

 アデレード⼤学英語セミナー（オーストラリア） 

 

申込期間︓10/7（⾦）正午〜10/17（⽉）正午 
RyuGOシステムよりエントリー 

★★出願時パスポートコピーの提出が必要です︕︕（有効期限6カ⽉以上）★★ 

★出願までにワクチン接種2回済、出発までにワクチン接種3回済であること︕︕★ 
 

◇短期派遣奨学⾦◇（参加者全員に⼀律80,000円⽀給︕） 

 
【オンライン説明会】 

※申込を検討している⼈は必ず参加してください。 

◇ 内容︓語学セミナー制度説明および留学先紹介、申込み⽅法、コロナ禍の渡航に  

おける注意事項 

◇ ⽇時︓10/6（⽊）12:20〜13:20 

【Zoom にて開催】 ミーティング ID: 875 3967 5724 パスコード: 404300 
※関⻄⼤学の ZOOM アカウントでログインしてください。 

※事前にアカウントを設定されておくことをお勧めします。 

※事前予約不要です。開始時間になったら⼊室してください。説明会の当⽇参加が難しい場合は、 

説明会動画を視聴してください。（動画は 10/7AM 公開予定） 

説明会動画は右記のリクエストフォームからご確認ください。 

 

 

関西大学 国際部 
 

  



感染症に対する対応策の蓄積やワクチン接種が進捗している状況を踏まえ、以下の一定の要件を定め行き先を限定して募
集します。希望者は留意事項を十分理解し、了承した上で出願してください。 

□出願までに2回のワクチン接種を完了しており、出発までにワクチン接種を 3 回完了していること。
（参加決定後、市町村発行の接種証明書面（英語）提出要 10/31期日）

□語学セミナーの留学先は国際部が指定する、フィリピン、タイ、アメリカ、オーストラリア大学から選択すること。
□上記 4 大学の選定の基準は、留学先での受入態勢や感染防止対策、授業や滞在先に関する安全項目への対応確認がとれた大

学とするが、留学先の受入状況の変化に応じて中止する場合もある。
□参加時期のクラスは対面を予定しているが、状況によってハイブリッドやオンラインに切り替わる可能性がある。
□自己都合でなくとも、コロナウイルスを取りまく状況の変化などの理由で渡航前にプログラムがキャンセルとなった場

合、キャンセルに係るすべての費用については自己負担となること。

以下、渡航に係る留意事項が発生する可能性があることを本人及び保証人が理解し、渡航にて生じるすべての負担及び責任
を学生本人及び保証人が負うことについて誓約できることを派遣の条件とする。 

 渡航に係る留意事項 

【渡航時】 

□入国者健康居所確認アプリ「MySOS」をあらかじめダウンロードし、厚労省 HP、外務省 HP、大使館 HP 等、事前に

各自で情報収集を行うよう徹底すること。 

□グループ派遣のため、空港集合、チェックインでのマスク着用・私語厳禁・参加者同士のソーシャルディスタンスを徹

底すること。 

□コロナに罹患した場合、現地の保健衛生組織(医師)の指示に従い、隔離期間が発生することになり、この期間中、学生

は対面で授業を受けることが出来ず、オンライン授業の対応となります。 

□その他、入国時に留学先国政府の方針による検査や隔離対策等が求められることがあります。

【渡航後】 

□ホームステイ滞在の場合、渡航中に感染が発覚した場合、ホテル等滞在先の変更が必要となる場合があります。

（費用自己負担） 

【帰国時】 

□コロナに罹患した場合、現地の保健衛生組織(医師)の指示に従い、隔離期間が発生することになります。帰国日が変更

となる場合、延泊、航空変更等が必要です。(費用自己負担) 

【帰国後】 
□入国者健康居所確認アプリ「MySOS」を通じて、日々の健康報告、位置情報共有を行う必要があります。（濃厚接触

等に該当する場合、各自治体により指示が異なるため、各自治体の指示に従って対応が必要です。） 

★★コロナ禍の渡航における留意事項 ※必ず目を通すこと★★
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1. 語学セミナーとは
海外のさまざまな国で英語をはじめとする諸外国語を学ぶことができる短期留学プログラムです。夏
休みまたは春休みの⾧期休暇を利用した短期間のプログラムであるため、大学生活や課外活動との両
立がしやすいプログラムになっています。在学中 1～4 年次学部生、大学院生の誰でも参加可能です。
また語学要件がなく、語学力に自信がない人でも自分のレベルに合ったクラスで授業を受けることがで
きます。

2. 単位認定
２単位（セミナー修了者のみ）
※所属学部、研究科によって取り扱いが異なるため、詳細は申込前に教務センターで確認するほか、

「HANDBOOK」を参照してください。※4年次以上、単位認定なし

3. 参加資格
(1) 在学中の 1～4 年次学部生および大学院生

→単位認定対象プログラムのため、休学中の者は応募不可
(2) 参加を希望するセミナーの言語（英語）を少しでも学習したことがある者
(3) 単位修得状況が、下記条件を満たしていること。ただし、大学院生はこの限りではありません。

1年次生:1年次で 30 単位以上を修得見込 
2年次生:2022年春学期までに 45 単位以上修得済 
3年次生:2022 年次春学期までに 75 単位以上修得済 
4年次生:2022年次春学期までに90単位以上取得済 

(4) 誓約書に記載する事項を遵守できる者。
→誓約書は参加申し込み時に提出。内容は募集要項 9～11 ページを参照してください。
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4. セミナー実施校（コロナ禍での特別派遣につき、下記の英語セミナーのみ実施） 

(1) 実施予定セミナー概要 ※原則引率者はつきません 
 

語種 英語 

国・地域 タイ フィリピン アメリカ オーストラリア 

大学名 チェンマイ大学 エンデラン大学 ハワイ大学マノア校 アデレード大学 

実施期間 
2/18(土)～3/19（日） 

（4 週間） 

2/19 (日)～3/11 (土) 

（3 週間） 

2/5(日）～2/26(日) 

（3 週間） 

2/11(土) ～3/12 (日) 

（4 週間） 

募集定員 16 30 16 30 

最少催行 

人数 
10 10 10 15 

クラス形態  関大専用 関大専用 インターナショナル インターナショナル 

滞在形態 アパートメントホテル 寮（4 人部屋） ホームステイ ホームステイ 

食事 なし なし 2 食付（朝・夜） 3 食付 

参加費  

（予定） 
53 万円～58 万円 53 万円～58 万円 79 万円～84 万円 85 万円～90 万円 

おすすめ 

ポイント 

価格をおさえて英語学習

ができます。タイ語や文

化、ＳＤＧｓについても

学びます。多彩なアクテ

ィビティが盛りだくさん

のプログラムです。 

マンツーマンレッスンが

中心のプログラム。各自

のレベルに合わせてフレ

ンドリー講師から発音や

文法などきめ細かく指導

してもらえます。 

スピーキングに

FOCUS したプログラ

ムで、クラスの中では

strict English-only    

policy が適用。常に英

語を話すことで英会話

力が上達します。 

南オーストラリアの自

然に触れながらバラン

スよく英語力を身に着

けられるプログラムで

す。アクティビティで

は現地学生との交流も

あります。 

 

【プログラム全体についての補足事項】 

・インターナショナルクラス:他国からの留学生との混成クラスです。ただし、春休み期間中であるため、

日本から多くの学生が参加しており、レベルによっては日本人ばかりになる場合があります。 

・留学にあたり、不安な点があれば必ずしも希望に添えるとは限りませんがまずは国際部まで相談ください。 

【参加費用内容についての補足事項】 
・参加費にはプログラム費（授業料など）、滞在費、ホームステイ期間中に含まれる食費（ハワイ大

学2食/日、アデレード大学3食/日）、渡航費（航空券、燃油サーチャージ、空港税）、海外旅行

包括保険料、危機管理サポート（関大 TRS）、査証料および査証代行手数料等が含まれています。 

・参加費に含まれていない食事代や現地交通費については個人負担です。 

・参加費の金額は 2022 年 8 月現在の為替レートに基づき算出しています。その後、為替レートや燃油 

サーチャージが大幅に変動した場合は予定額を変更します。また、参加費は帰国後に実費精算します。 

精算後、返金または追加徴収する場合があります。プログラム期間中に、海外旅行包括保険適用外の 

予期せぬトラブルが発生した場合も、別途費用の追加徴収をおこないます。 
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・2022 年 8月現在の為替レートに基づき算出していますが、為替レートや燃油サーチャージの変動

等により変更になる場合があります。最終金額は、参加決定後に確定し、代金は参加者が各プロ

グラムの実施サポートを行っている旅行会社ＪＴＢ京都支店へ直接お支払い頂きます。 

・支払完了後、やむを得ない理由で参加を辞退する場合や、パスポート紛失や疾病等で出発が遅れ

てしまった場合、またプログラム途中で帰国した場合の違約金・追加料金の手続きは、各留学先

大学のキャンセルポリシー、ＪＴＢの約款に準じて行います。 

・コロナ禍の海外渡航においては各国政府の入国措置により別途個人負担が発生します。詳細は

『コロナ禍の渡航における留意事項』（募集要項裏表紙）を参照してください。 

・パスポート申請・更新の手続費用は個人負担です。 

・国籍、渡航先により、ビザ申請が必要な場合の費用は個人負担です。 
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(2) フライトスケジュール 
      2022 年 8 月現在 

【国名】 
往  路 復  路 

セミナー名 

（利用予定航空会

社） 
月日 便名 現地時間 空港名 月日 便名 現地時間 空港名 

【タイ】 2 月 18 日 JL106 08:30 伊丹空港発 3 月 18 日 PG224 11:50 チェンマイ発 

チェンマイ （土）   09:40 羽田空港着 （土）   13:15 バンコク着 

（タイ国際航空）   JL031 11:20 羽田空港発   JL034 22:05 バンコク発 

      16:20 バンコク着       

                  バンコク宿泊       

  2 月 19 日 PG223 09:40 バンコク発 3 月 19 日 

JL103 

05:40 羽田空港着 

  （日）   11:00 チェンマイ着 （日） 07:30 羽田空港発 

          08:40 伊丹空港着 

【フィリピン】 2 月 19 日 

PR407 

09:55 関西空港発 3 月 11 日 

PR408 

14:25 マニラ発 

エンデラン （日） 13:30 マニラ着 （土） 19:15 関西空港着 

（フィリピン航空）         

【オーストラリア】 2 月 11 日 JL130 18:30 伊丹空港発 3 月 11 日 QF744 14:15 アデレード発 

アデレード （土）   19:35 羽田空港着 （土）   16:40 シドニー着 

（カンタス航空）   QF026 22:00 羽田空港発   QF025 21:35 シドニー発 

  2 月 12 日 

QF739 

09:50 シドニー着 3 月 12 日 

JL113 

05:25 羽田空港着 

  （日） 12:00 シドニー発 （日） 10:30 羽田空港発 

    13:35 アデレード着   11:40 伊丹空港着 

【アメリカ】 2 月 5 日 

HA450 

20:45 関西空港発 2 月 25 日 
HA449 13:10 ホノルル発 

ハワイ （日） 08:55 ホノルル着 (土) 

（ハワイアン航空）    2 月 26 日 
  18:45 関西空港着 

      (日) 

 

※フライトスケジュールはあくまでも予定です。新型コロナウイルスの影響で各航空会社便数を減らしており、日本発着日はフライトの運行

状況により変更される可能性があります。万が一、変更があれば参加者へ事前にお知らせします。 

※上記以外の空港となった場合、別途移動費が生じる場合があります。 

 

5. セミナー催行判断について 
2022 年 10 月 28 日（金）を基準日とし、各国の状況により催行判断をします。ただし、外務省の危
険情報や感染症危険情報レベルが変わった場合、催行可否判断後であっても、渡航前にプログラムを
中止する場合がありますのでご了承ください。 
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6. 参加に関する国際部への相談について 
国際部では個別留学相談を随時受け付けています（事前予約制/1 回 30 分）。短期留学プログラム担
当者との留学個別相談を希望される方は、以下の QR コードから予約をしてください（Zoom での相
談も可能です）。 
留学先で必要な配慮（生活環境・学習支援サポートなど）がある学生や、何らかの事情で留学できる
か不安な方も国際部にご相談ください。協定校・語学学校によって留学生の受入環境や施設・設備が
異なるため、必ずしも希望に沿えるとは限りませんが、 国際部の個別相談にて、不安な点をお聞かせ
ください。 

 

7. 参加申込み方法 
(1) 申込期間 

2022 年 10 月 7 日（金）正午～10 月 17 日（月）正午（全セミナー共通・厳守） 

(2) 申込方法 ※必ずパソコンを利用してください。スマホ・タブレットからは入力不可。 
①RyuGo システム（以下 URL また QR コード）より申込 
https://www.ryu-go.com/area/p/octf5oftdo4tcsft9/kk5y7I/login.html?univId=KSc6pxu33NEB 

（RyuGo システムでの申請方法については別添のマニュアル参照） 
 

②志望動機書（別添様式あり）を作成し、RyuGo システムを通じてアップロード 
③パスポートのコピーを RyuGo システムを通じてアップロード 
 

     【出願における注意事項】 ※必ず目を通すこと! 
・順位をつけて複数セミナーに申し込むことができます。志望動機書や学業成績を総合的に評価し

、第一希望が不合格となった場合、第二、第三、第四希望の順に振り分けます。必ずしも第四希
望まで申し込む必要はありませんが、仮に第一希望までしか申し込まず、選考から外れた場合は
後日別セミナーの追加申込はできませんので、ご了承ください。 

・第一希望以外のセミナーへの参加となった場合も途中キャンセルできません。留学期間・費用
が異なりますので、十分検討したうえで参加を希望するセミナーのみを記入してください。 

・期日を過ぎてからの変更や追加はできません。 
・参加申し込み後はキャンセルや変更が一切できません。安易な気持ちではなく、十分に検討し

た上で申し込んでください。 
・原則、在学中に同一大学のセミナーへ２回以上の参加はできませんが、募集定員に満たない場

合に限り参加を認めます。ただし、この場合単位認定はされません。 
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(3) 志望動機書の作成について（別紙に様式あり） 

参加決定にかかる選考をするうえで重要ですので、各項目の内容や字数制限をしっかりと確認し
て作成してください。 

【ライティングラボでの文章作成相談】 

「志望動機書」作成にあたり、適宜ライティングラボで個別相談を受けることを推奨しています
。ライティングチューターからアドバイスを受け（1 回 40 分）、読み手にとってわかりやすく説
得力のある文章を作成することを心がけてください。 
留学相談は国際部、文章作成相談はライティングラボをそれぞれ活用してください。 

★ライティングラボでの文章作成相談予約は以下の URL または QR コード
からhttps://tecfolio.kansai-u.ac.jp/kwl/ 

 

 

8. 参加申込にあたっての注意事項 ※必ず目を通すこと 
(1) 申込にあたっての注意事項 

①セミナーのプログラム内容（授業、課外活動等）は現地到着後、事情により変更になる場合が 
あります。 

②セミナー毎に設定した最少催行人数に満たない場合は不催行となります。 

③渡航先のコロナウィルスをとりまく状況の変化や治安状況等、予期せぬ事態によってプログラ
ムを中止・中断することがあります。 

④参加者の国籍と渡航先によって別途査証取得が必要な場合があります。査証が発給されない場
合は参加できません。また、その場合、査証申請料および申請代行手数料の他、プログラム費
や渡航費等のキャンセル料がかかります。（申請は全て旅行会社に委託します。） 

⑤セミナー参加希望者は健康診断の受診が必須です。各キャンパスで 4 月に実施する健康診断を
未受診の場合は大学指定医療機関（有料）で受診する必要があります。詳細は保健管理センタ
ー事務室または各キャンパス保健室に確認してください。 

⑥クラス分けは、事前に行われるプレースメントテスト（レベル分けテスト）の結果により決定
されます。ただし、セミナーによっては現地到着後テストを受ける場合があります。 

⑦参加決定後は、原則キャンセルや変更は不可とします。キャンセルするとそのセミナーの参加
人数減少による参加費用の増額に繋がり、他の参加者に大変迷惑がかかります。応募前に十分
検討のうえ申し込んでください。 

⑧セミナー参加決定者は、留学前・留学後に行われるオリエンテーション・セミナーへの出席、
帰国後には報告書の提出が必須となります。 

 

(2) 参加にあたっての注意事項 

①本セミナーは終了後単位認定を伴う科目です。現地での勉学や異文化体験を積極的に吸収する意
欲を持つこと。 
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②自己責任の原則を理解して、留学先での社会的マナーや文化、風習を守り、関西大学の学生とし
て相応しい行動をとること。 

③参加にあたっては自身で現地に関する情報収集に努め、事前にトラブルや問題発生を防止するよ
う心掛けること。 

④セミナー期間中は団体行動を伴う場面もあるので、節度ある行動を心掛けること。 

※上記、注意事項を守ることが出来ない場合、あるいは違反した場合は、やむを得ず途中帰国や本
プログラムを中止する場合があります。 

 

(3) キャンセルポリシー 

キャンセルは基本的に認めません。参加について十分に考慮し、保護者の方とよく相談した上で出
願してください。プログラム申込後にキャンセルした場合、参加費全額返金の保証はできません。 
自己都合でなくとも、何らかの理由で渡航前にプログラムがキャンセルとなった場合、キャンセル
料は自己負担となります。 
 

(4) 出発前の留学取り消しについて 

語学セミナー参加者は、次の事項を全て遵守すること。遵守できない者は、留学の成業を期待でき
ないものとして、所属学部・研究科に通達したうえで、留学を取り消すことがあります。なお、そ
の際手配済の航空運賃や宿舎などの各種手配のキャンセルに伴う費用は全て自己負担とします。 

① 全ての各種提出物等を、定められた期日までに提出（処理）すること。 

② 留学前・留学後に行われるオリエンテーション・セミナーに出席すること。  

※上記、項目についてやむを得ない事情により対応できない場合は、事前に必ず申し出たうえで、 

国際部からの指示を受けること。その他、留学前準備に対する積極的かつ誠実な対応をとること。 

 

9. 参加者の決定・発表 
・参加決定者の発表:10 月 19 日（水）（予定） 

・選考方法:書類選考（志望動機書）、学業成績から総合的に判断 

・選考結果発表:RyuGo システムにて結果通知 

※最少催行人数に達しなかったセミナーは、催行中止となります。 

※参加加決定後の辞退および変更は原則として認めません。 

 
 

10. 参加費の支払い方法・期日について 
RyuGo システムを通じて参加決定者に請求書をお送りします。 

請求書にもとづいて期日までにプログラム費用全額を一括でお支払いください。 

参加費は帰国後に実費精算するため、精算後、返金または追加徴収する場合があります。 

【プログラム費用の振込期限:10 月 31 日（月）】※ハワイ大学のみ10月26日（水）※ 

【追加請求/返金の振込（返金）時期:3 月中旬（予定）】 
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11. 参加決定後のオリエンテーション・セミナーについて 
各セミナーの参加決定者は留学前レディネスセミナー及び事後研修への出席が必須となります。下記
日時で実施しますので、必ず出席してください。授業以外の理由での欠席を認めません。（アルバイ
トによる欠席も不可です） 
なお、これらの出席状況が不良な場合は、留学許可を取り消すことがあるので十分注意してください。 

留学事前オリエンテーション・セミナー / 事後研修 (全セミナー対象) 出席必須 

   
※開催形態はオンラインから対面に変更となる可能性があります。 

 

12. TOEIC L&R IP テストの受験について 
帰国後に TOEIC L&R IP テストを全員受験します。（検定料への支援あり） オンラインでの受験方法・
期間については別途お知らせします。 

 

13. 国際交流助成基金短期派遣奨学金について 

1～3 年次生全員、4 年次生以上は成績優秀者（GPA3.06以上保持者）に、セミナー終了後、一律 
80,000 円の給付奨学金が支給されます。奨学金受給にあたって必要な書類など、詳細は別途お知らせ
します。 

 

14. 誓約書について（別紙に様式あり） 
別添の「特別派遣にかかる誓約書」の各項目を確認し、誓約書を提出してください。 
※学生本人及び保証人の署名・捺印が必要です。 

  

日程 時間 開催形態 内容

11月22日（火） 18:00～20:00 留学準備オリエンテーション

11月29日（火） 18:00～20:00 目標設定ワークショップ

12月 7 日（水） 18:00～20:00 時事セミナー

メンタルヘルスセミナー
海外旅行保険説明会

12月21日（水） 18:00～20:00 危機管理オリエンテーション

１月20日（金） 18:00～20:00 出発前オリエンテーション

３月24日（金） 10:00～12:00 プログラム振り返り事後研修

12月14日（水） 18:00～20:00 オンライン
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特別派遣に係る誓約書                      

関西大学国際部⾧ 殿 

 

私は、語学セミナー（以下、留学プログラムという。）に参加するにあたり、次の事項を遵守することを誓約いたします。なお、誓約書

に反する行為を行った場合、留学が取消または短縮されることを了承いたします。 

 

１ 留学プログラムの趣旨を十分理解し、事前・事後のオリエンテーション期間中も含めて学業に専念すること。 
２ 留学に係る手続き及び留学中の授業や生活など日常的課題に関する事項を、自己の責任において行うこと。トラブルが発生した

場合、関西大学国際部や研修先大学等と密に連絡を取って問題解決に努めること。 
３ 期日までに必要書類を提出しない、必要な手続きを行わない、オリエンテーション・レディネスセミナーに参加しない等、派遣生とし

てふさわしくない素行上の不良が確認された場合、警告が与えられ、警告後も改善が見られない場合は、留学プログラムへの参加
が認められない、または単位が認定されない場合があることを了承すること。 

４ 出発及び帰国の日程ならびに旅程については本学の指定に従うこと、また本学が指定した滞在先（ホームステイ先、寮、ホテル、
ゲストハウス）へ滞在すること。 

５ セミナー期間中は団体行動を伴う場面が多いため、団体行動を乱す行為があった場合はやむを得ず途中帰国もありうることを理
解すること。 

６ 「報告書」は必ず所定の期間内に提出すること。 
７ 渡航期間中は滞在国の法令、社会的マナーや文化・慣習、研修先大学の定める規則、指導教員・担当者等の指示に従い、か

つ日本の法令や本学の学則等規程に反することのないよう、本学学生としての自覚と責任において行動すること。 
８ 本学の留学プログラムを通じて留学する学生の安全対策として、外務省海外安全ホームページにて発表される「危険情報」・「感

染症危険情報」の 4 つのカテゴリーおよび本学の催行判断基準に基づき対策を講じる。渡航先の治安状況等予期しない事態に
よって、留学プログラムが急遽中止または即時帰国となった場合、本学の指示に速やかに従うこと。 

９ 留学先の国・地域が新型コロナウイルス感染症の影響により、外務省による感染症危険情報レベル 1（十分注意）・レベル２
（不要不急の渡航取り止め）であることを理解しており、そのうえで渡航を希望し、渡航によって生じるすべての負担及び責任を
学生本人及び保証人が負うこと。 

１０ 出発前までに新型コロナウイルスのワクチン接種(3 回)を完了し、接種証明書等が提出できること。 
１１ 派遣先大学によるコロナワクチン接種の義務付け、接種証明の提示、定期的な PCR 検査の義務付け、現地での行動制限、ワ

クチン接種に起因するリスクを学生本人及び保証人が理解し、その責任を学生本人及び保証人が負うこと。 
１２ 留学中における新型コロナウイルス感染症への感染については、自らの責任として対処すること。 
１３ 裏面〔特別派遣に係る条件・基準〕にある「渡航時における留意事項」を確認し、内容について理解していること。 
１４ 渡航期間中は体調管理を含め自らの故意または過失により生じさせた損害や事故について、各自がその責任を負うこと。 
１５ 留学に際しては、出発日から帰国日まで本学指定の海外旅行包括保険および危機管理支援サービス（関大 TRS）へ加入す

ること。なお、本学指定の海外旅行保険に加入した場合であっても、留学先大学から現地保険に加入することを求められた場合
は、双方の保険に加入すること。 

１６ 緊急時における安否確認対応のため、関西大学が加入する日本アイラック安心サポートデスクの「緊急時安否確認システム（プ
ロ・ファインダー）」へ学生本人の渡航に関する個人情報を提供されることに同意すること。また有事の際には、同システムまたは本
学からの安否確認連絡に速やかに対応すること。 

１７ 渡航期間中に、疾病・事故等があった際、保険ではカバーできず追加費用（例えば、家族の現地への渡航費等）が発生する場
合もあることについて事前に保証人の了解を得、その支払いについて学生本人及び保証人がその責任を負うこと。 

１８ 自己都合でなくとも、何らかの理由で渡航前にプログラムがキャンセルとなった場合、キャンセルに係るすべての費用については自己
負担となること。   

１９ 支払完了後、やむを得ない理由で参加を辞退する場合や、パスポート紛失・疾病などで出発が遅れてしまった場合、また途中で
帰国した場合の違約金・追加料金の手続きは、各留学先大学のキャンセルポリシー及び旅行会社の約款に準じて行うこと。 

２０ 渡航期間中は、車両（自動二輪車を含む）の運転を行わないこと。 
２１ 渡航期間中に、留学プログラムで定める滞在先（滞在都市）以外に個人で旅行・滞在することは認められないこと。 
２２ 本学からの緊急連絡等のため、必ず連絡先を届け出ることとし、変更になった場合も、速やかにその旨を届け出ること。 
２３ 既往症については、海外旅行包括保険の補償を受けられないことを理解すること。 

以 上 
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       年    月    日 

 

学籍番号             学生署名                     印 

 
保証人は、上記事項を確認し、これを学生本人が遵守することを保証します。 

保証人署名                    印 

 

【日本での緊急連絡先】 ※変更になった場合はすみやかにその旨を届けること 

氏名:                   （本人との続柄）        連絡先（携帯等）:   

 
〔2022年度春季語学セミナー（特別派遣）に係る条件・基準〕 

 以下の条件をすべて満たすこと。 
■渡航先への入国について、日本(あるいは所在国)からの入国制限がなく、入国・トランジットに必 

要な査証申請・発行が可能であるなど、渡航ができること 
 ■留学先の大学が留学生の受入を許可し、かつ対面授業やオンライン授業が実施されていること 

■学生本人及び保証人が特別派遣による渡航を強く希望していること 
■本学所定の誓約書（特別派遣に関する内容含む）に学生本人及び保証人が署名・捺印し、提出する 

こと 
 ■学生本人及び保証人が、コロナ禍において渡航先の国・地域における外務省の「危険情報」「感染

症危険情報」のレベル1、レベル2の国・地域への渡航に伴うリスクを理解し、渡航によって生じる
すべての責任を学生本人及び保証人が負うこと 

■出発前までに新型コロナウイルスのワクチン接種(3回)を完了し、接種証明書等が提出できること 
■派遣先大学によるコロナワクチン接種の義務付け、接種証明の提示、定期的なPCR検査の義務付 

け、現地での行動制限、ワクチン接種に起因するリスクを学生本人及び保証人が理解し、その責任
を学生本人及び保証人が負うこと 

■出発から帰国まで本学指定の海外旅行包括保険および危機管理サポート（関大TRS）に加入してい
ること 

 ■その他、以下の「渡航時における留意事項」について確認し、遵守できること 
・渡航先の居住地域において医療崩壊が発生しておらず、医療受診できること 
・渡航先での入国に際しての条件・行動制限措置（自己隔離、PCR陰性証明書、ワクチン接種証明書

等の携行義務等）に対応できること 
・渡航先の大学が行う感染予防対策や感染者への対応支援（感染の疑いがある学生や感染した場合の学生

ケア等）に対応できること 
・現地の日常生活に関する事項（マスク着用、各種証明書の持参等の行動・義務、スーパーマーケット等

の営業状況、交通機関の運行状況）について確認すること 
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安全対策方針 

 
外務省「危険情報」・「感染症危険情報」の目安と関西大学の基本方針 

・外務省「危険情報」 

目安 目安の詳細 

大学の基本方針 

渡航前 

(２ヵ月前～) 

渡航中 

■危険レベル１ 

十分注意してください。 

 
その国・地域への渡航，滞在に当たって危険を避
けていただくため特別な注意が必要です。 
※当該国（地域）への渡航、滞在に当たって特別
な注意が必要であることを示し、危険を避けるよ
う勧めるもの。 

 
原則 
「実施」する 
→注意喚起を行
う。 

 
原則 
「継続」する 
→注意喚起を行
う。 

■危険レベル２ 

不要不急の渡航は止めてく

ださい。 

 
その国・地域への不要不急の渡航は止めてくださ
い。渡航する場合には特別な注意を払うととも
に、十分な安全対策をとってください。 
※当該国（地域）への渡航に関し、渡航の是非を
含めた検討を真剣に行い、渡航する場合には、十
分な安全措置を講じることを勧めるもの。 

 
「中止・延期」
を検討する 
 

 
「帰国」 
を検討する 

■危険レベル３ 

渡航は止めてください。

（渡航中止勧告） 

 
その国・地域への渡航は，どのような目的であれ
止めてください。（場合によっては，現地に滞在
している日本人の方々に対して退避の可能性や準
備を促すメッセージを含むことがあります。） 
※当該国(地域)への渡航は、どのような目的であ
れ中止を勧めるもの。また、場合によっては、現
地に滞在している日本人の方々に対して退避の可
能性の検討や準備を促すメッセージを含むことが
ある。 

 
「中止」 
とする 
 

 
「帰国」 
とする 

■危険レベル４ 

退避してください。渡航は

止めてください。 

（退避勧告） 

 
その国・地域に滞在している方は滞在地から、安
全な国・地域へ退避してください。この状況で
は、当然のことながら、どのような目的であれ新
たな渡航は止めてください。 
※当該国(地域)に滞在している全ての日本人に対
して、滞在地から安全な国・地域への退避(日本へ
の帰国も含む)を勧告するもの。この状況では、当
然のことながら新たな渡航は延期することが望ま
れる。 

 
「中止」 
とする 
 

 
「即時帰国」 
とする 

・外務省「感染症危険情報」 

目安 目安の詳細 

大学の基本方針 

渡航前 

(２ヵ月前～) 

渡航中 

■危険レベル１ 

十分注意してください。 

特定の感染症に対し，国際保健規則（ＩＨＲ）第
４９条によりＷＨＯの緊急委員会が開催され，同
委員会の結果から，渡航に危険が伴うと認められ
る場合等。 

原則 
「実施」する 
→注意喚起を行
う。 

原則 
「継続」する 
→注意喚起を行
う。 

■危険レベル２ 

不要不急の渡航は止めてく

ださい。 

特定の感染症に対し，ＩＨＲ第４９条によりＷＨ
Ｏの緊急委員会が開催され，同委員会の結果か
ら，同第１２条により「国際的に懸念される公衆
の保健上の緊急事態（ＰＨＥＩＣ）」としてＷＨ
Ｏ事務局長が認定する場合等。  

 
「中止・延期」
を検討する 
 

 
「帰国」 
を検討する 

■危険レベル３ 

渡航は止めてください。

（渡航中止勧告） 

特定の感染症に対し，ＩＨＲ第４９条に規定する
緊急委員会において，第１２条に規定する「国際
的に懸念される公衆の保健上の緊急事態（ＰＨＥ
ＩＣ）」が発出され，同第１８条による勧告等に
おいてＷＨＯが感染拡大防止のために貿易・渡航
制限を認める場合等。  

 
「中止」 
とする 
 

 
「帰国」 
とする 

■危険レベル４ 

退避してください。渡航は

止めてください。 

（退避勧告） 

特定の感染症に対し，上記のレベル３に定めるＷ
ＨＯが感染拡大防止のために貿易・渡航制限を認
める場合であって，現地の医療体制の脆弱性が明
白である場合等。 

 
「中止」 
とする 
 

 
「即時帰国」 
とする 
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語学セミナー 志望動機書 
（※必ずしも第 4 希望まで埋める必要はありません） 

 

学籍番号  氏名  

第一希望留学先 ●●大学 

第二希望留学先  

第三希望留学先  

第四希望留学先  

 

★募集要項5ページ「参加申込み方法」の【出願における注意事項】を必ず確認すること。     □確認済み（要チェック） 

 

1. 語学セミナーで経験したいこと及び達成目標 （第二希望以降もある場合はその理由についても簡潔に記載すること） 

 

2.これまでに行った団体活動でリーダーシップをとった経験、または、チームワークに貢献した経験 （350 字以内） 

 

3.これまでの人生において困難を克服した経験・そこから得たこと （250 字以内） 

 

4.この留学を通してどのように自分を成⾧させたいか （250 字以内） 
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